
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

　
平
成
27
年
度
に
子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
に
よ
り
、
各
学
童
で
定
め
ら
れ

た
運
営
規
程
、
保
護
者
会
規
約
等

を
改
正
し
、
保
護
者
会
に
運
用
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
新
制
度
で
は
、
６
年
生
ま
で
の

児
童
が
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
当

町
で
も
６
年
生
ま
で

受
け
入
れ
て
い
る
学

童
保
育
所
も
あ
り
ま

す
。

　
入
所
児
童
増
加
に

伴
う
施
設
等
の
対
応

に
つ
い
て
は
、現
在
、

第
三
学
童
の
み
待
機

児
童
が
出
て
い
る
た

め
、
旧
第
一
保
育
所

に
移
転
で
き
る
よ
う

調
整
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
会
の
運
営
実
績
を
尊
重

今村 桂子  議員

　
条
例
に
定
め
ら
れ
た
事
業
所
ご

と
の
運
営
規
程
は
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
か
。
来
年
度
か
ら
、
対
象
児

童
が
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま

す
が
、
増
員
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

施
設
等
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

　
児
童
入
所
の
審
査
は
、
役
員
で

あ
る
数
名
の
保
護
者
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
個
人
情
報
等
の
問
題

が
あ
る
た
め
、
公
共
的
な
窓
口
が

問

　
先
日
、
中
学
校
の
部
活
動
で
試

合
に
参
加
す
る
た
め
、
生
徒
を

送
迎
し
て
い
た
車
が
事
故
に
遭

い
、
生
徒
が
、
け
が
を
し
た
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
送
迎
中
の
事
故
は
、
今
ま
で
も

た
び
た
び
起
こ
っ
て
お
り
、
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
須
恵
町
の
部

活
動
の
生
徒
送
迎
の
現
状
等
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
生
徒
の
送
迎
は
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
を
基
本
と
し
て
お
り
、

教
師
に
よ
る
送
迎
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
大
会
の
場
所
、
人
数
に
よ
っ
て

は
、
貸
切
バ
ス
や
保
護
者
の
車
を

利
用
し
、
万
が
一
の
事
故
対
応
の

た
め
、
任
意
保
険
加
入
を
勧
め
て

い
ま
す
。

問 公
共
交
通
機
関
利
用
が
基
本

安
全

2答弁中の中嶋町長

ここが 聞 きた い！

　
入
所
児
童
の
審
査
は
、
個
人
情

報
が
保
護
で
き
る
よ
う
な
審
査
方

法
を
保
護
者
会
と
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
保
護
者
会
以
外
へ
の
運
営
委
託

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
よ
い
と
の

声
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ

れ
ま
で
の
保
護
者
会
の
運
営
実
績

を
尊
重
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

答
御
手
洗
子
ど
も
教
育
課
長

答
安
河
内
教
育
長

学
童
保
育
の
運
営
は

子
育
て

部
活
動
送
迎
の
現
状
は
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て
散
歩
道
を
設
置
す
れ
ば
、
多
く

の
町
民
の
方
の
健
康
に
役
立
つ
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
足
に
や

さ
し
く
水
は
け
の
良
い
透
水
性
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
散
歩
道
で
あ
れ

ば
、
佐
谷
区
の
方
か
ら
乙
植
木
区

の
方
ま
で
、
多
く
の
利
用
で
、
須

恵
川
の
両
岸
に
人
、
人
、
人
の
波

が
押
し
寄
せ
、町
の
話
題
と
な
り
、

町
が
推
進
し
て
い
る
オ
ア
シ
ス
運

動
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
須
恵
川
は
福
岡
県

が
維
持
管
理
し
て
い

ま
す
。

　
交
通
の
支
障
と
な

る
木
々
は
町
で
伐
採

し
、
除
草
は
、
地
域

の
環
境
美
化
作
業
や

町
に
よ
る
草
刈
り
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
河
川
堤
防
の

安
全
面
か
ら
設
置
は
難
し
い

生
活

田原 重美  議員

　
須
恵
町
に
は
雄
大
な
若
杉
山
が

あ
り
、麓
に
は
須
恵
川
が
横
断
し
、

四
季
折
々
の
風
景
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
佐
谷
区
で
は
、
春
に
見
事

な
桜
が
咲
き
乱
れ
、
多
く
の
観
光

客
の
目
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
須
恵
川
の
川
岸
に
は
木

や
枝
が
茂
り
、
死
角
も
生
じ
て
い

ま
す
。
伐
採
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
対
応
は
。

　
ま
た
、
両
岸
の
路
肩
を
利
用
し

問

　
平
成
25
年
９
月
の
一
般
質
問

で
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
の
ト
イ
レ

の
改
善
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し

た
。
町
長
の
答
弁
で
は
、
平
成
28

年
度
に
１
階
部
分
を
和
式
か
ら
洋

式
に
改
善
す
る
計
画
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
進
ん
で
い
ま
す
か
。
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
聞
き
し

ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
当
初
計
画
で

は
、
空
調
設
備
更
新
後
の
28
年
度

に
実
施
す
る
予
定
で
し
た
。

　
し
か
し
、
空
調
工
事
に
よ
る
支

出
の
増
、ま
た
、利
用
者
の
多
く
が
、

館
内
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
要
望

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
緊
急
性
の

あ
る
も
の
か
ら
先
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
改
修
の
優
先
順

位
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

問 優
先
順
位
を
考
慮
し
て

環
境

3 一/般/質/問 ここが 聞 きた い！

除
草
は
、
管
理
者
で
あ
る
県
に
要

望
を
し
て
い
ま
す
。

　
透
水
性
舗
装
は
、
舗
装
面
の
強

度
等
を
考
慮
す
る
と
、
人
や
自
転

車
以
外
の
通
行
に
は
不
向
き
で
、

地
中
へ
雨
水
を
浸
透
さ
せ
る
た

め
、
河
川
堤
体
保
護
の
観
点
か
ら

許
可
さ
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
町
道
認
定
し
通
常
の
生

活
道
路
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
狭き

ょ
う
あ
い隘な
道
路
の
中
で

人
と
車
が
離
合
す
る
危
険
性
が
伴

う
た
め
、
河
川
敷
を
利
用
し
た
散

歩
道
設
置
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

答
中
嶋
町
長

須
恵
川
の
路
肩
に
透
水
性
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
散
歩
道
設
置
を

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
の

ト
イ
レ
洋
式
化
の
計
画
は

答
安
河
内

都
市
整
備
課
長
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